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加茂方面のお出かけに。「相楽東部広域バス」好評運行中！　　　　　　　　 【運行状況や忘れ物に関すること】
　運行日：月・水・金・土（祝日運行・12 月 29 日〜１月３日は運休）　運賃：最大 300 円　  株式会社キタモリ　☎ 0595・38・1524
　月ヶ瀬口駅発　8：15　10：15　13：15　15：40　　　　　　　　 　　【その他の問合せ】
　加茂駅発　　　9：15　11：15　14：15　16：40　　　　　　　　　　　南山城村総務課　　☎ 0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

祝
成
人誓いの言葉を述べる

福田翔太さん

記念品の贈呈を受ける
今井仁美さん

　

１
月
14
日
、
成
人
の
日
に
、
相
楽
東
部
広
域

連
合
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
平
成
31
年
成
人

式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
集
ま
っ

た
笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
の
60
人
が
新

成
人
と
な
ら
れ
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま

な
み
ホ
ー
ル
）
で
は
、
振
袖
や
袴
、
ス
ー
ツ
な

ど
華
や
か
な
晴
れ
着
を
ま
と
っ
た
新
成
人
が
、

懐
か
し
い
旧
友
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
和
束
町
の

福
田
翔
太
さ
ん
が
、「
私
た
ち
の
成
長
を
静
か
に

見
守
っ
て
く
れ
た
こ
の
『
故
郷
』
を
こ
れ
か
ら

も
愛
し
、
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
の
『
糧
』
と
し
て
、
未
来
を
歩
ん
で
い
く
こ

と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。」
と
、
力
強
く
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
茶
話
会
で
は
、
恩
師
と
一
緒
に
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
、
当
時
の
思
い
出
話
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
が
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
す
。
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＊新成人に今後の抱負をインタビュー＊

〇 

悔
い
の
な
い
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
。

 

（
笠
置
町
・
堀
井　

優
多
さ
ん
）

〇
勝
負
に
勝
て
る
大
人
に
な
り
た
い
。

 

（
笠
置
町
・
竹
田　

英
志
さ
ん
）

〇 

一
人
の
大
人
と
し
て
、
人
の
た
め
・

社
会
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
。

 

（
笠
置
町
・
和
田　

文
也
さ
ん
）

〇
健
康
に
暮
ら
し
た
い
。

 

（
和
束
町
・
山
原　

麗
奈
さ
ん
）

〇 

誰
か
に
笑
顔
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な

大
人
に
な
り
た
い
。

 
（
南
山
城
村
・
今
井　

仁
美
さ
ん
）

〇 

周
り
の
人
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
な

人
に
な
り
た
い
。

 

（
南
山
城
村
・
吉
田　

初
音
さ
ん
）

〇
行
動
力
の
あ
る
大
人
に
な
り
た
い
。

 

（
笠
置
町
・
中
井　

麻
菜
さ
ん
）

〇 

み
ん
な
に
好
か
れ
る
大
人
に
な
り
た

い
。

 

（
和
束
町
・
丸
田　

大
雅
さ
ん
）

〇 

こ
れ
か
ら
の
世
代
の
見
本
と
な
れ
る

よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
。

 

（
和
束
町
・
金
沢　

寛
太
朗
さ
ん
）

〇 

保
育
士
と
し
て
南
山
城
村
に
貢
献
し

ま
す
。

 

（
南
山
城
村
・
白
山　

梨
那
さ
ん
）

〇 

上
手
く
土
地
を
活
か
し
て
南
山
城
村

を
僕
が
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

 

（
南
山
城
村
・
田
村　

涼
介
さ
ん
）

〇
三
十
歳
に
な
っ
た
ら
自
営
を
す
る
。

 

（
南
山
城
村
・
金
谷　

優
輝
さ
ん
）
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和束保育園お正月あそび
　１月 11 日（金）、和束保育園では年齢の異なるグループにわかれ「お正月あそび」をおこないました。
　福笑い、すごろく、作ってあそぼうのコーナーがあり、福笑いでは、子どもたちが目隠しをして、目を開
けると、できあがった顔に大笑いしていました。
　すごろくでは、サイコロを振り、止まったところで歌ったり、踊ったりしてとても楽しそうでした。
　作ってあそぼうのコーナーでは、お正月
にちなみ、ストローでふくらむおもちを作
りました。
　昼からは年長児の作った大型カルタを
して楽しみました。このカルタは年長児が
文章を考え、それに合わせて絵を描きまし
た。みんな一生懸命に絵を探し、カルタが
取れると、とてもうれしそうでした。

　１月６日（日）、飛鳥路区で勧請縄付替作業がおこなわれました。
　数百年前に始まったとされる歴史ある勧請縄行事は、京都府の無形文化財にも指定されており、集落の川
を挟むご神木に勧請縄を掛けて五穀豊穣や無病息災を願う行事です。
　現在、７世帯 16 人が住む小さな集落の飛鳥路区ですが、この日のために帰ってこられる方や、この行事
を 5 年前から応援している「笠置・人の心を豊かにする協議会」メンバー、
町内外の有志 30 人ほどが集まり、作業されました。
　勧請縄は直径約 20cm、長さ約 40m の太く長いものと、直径約３
cm、長さ約 30m の細いものが作られました。他の地域でも勧請縄行事
が存在しますが、飛鳥路区の勧請縄の特徴は、縄にわら製のツクリモノ
をぶら下げる事です。また、飛鳥路区では、除禍招福を願う勧請縄行事
だけではなく、山仕事の安全を祈る奉射もおこなわれました。

　１月７日（月）、笠置町役場にて地域おこし協力隊の任命式
がおこなわれました。
　今回、新たに地域おこし協力隊となった柴田達也さんは一
昨年 6 月に東京昭島でおこなわれた「笠置 Rock ！」の上演
会で笠置町の事を知り、昨年 9 月に初めて笠置町を訪れた際、
温かい人が多い町に魅力を感じ、移住を決意されました。
　東京では 5 年ほどクライミングのインストラクターを経験
されており、写真家としても活動されています。
　2022 年に京都・東京・笠置の３カ所で、笠置町民全員を写
したポートレートでの写真展を開きたい考えで、笠置町を日本
全国に発信したいと意気込みを語っておられました。

飛鳥路勧請縄付替作業

地域おこし協力隊の紹介

任命式の様子

すごろく福笑い

笠置町

笠置町

和束町

加茂方面のお出かけに。「相楽東部広域バス」好評運行中！　　　　　　　　 【運行状況や忘れ物に関すること】
　運行日：月・水・金・土（祝日運行・12 月 29 日〜１月３日は運休）　運賃：最大 300 円　  株式会社キタモリ　☎ 0595・38・1524
　月ヶ瀬口駅発　8：15　10：15　13：15　15：40　　　　　　　　 　　【その他の問合せ】
　加茂駅発　　　9：15　11：15　14：15　16：40　　　　　　　　　　　南山城村総務課　　☎ 0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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　１月 12 日（土）〜 14 日（月・祝）に、けいはんな記念公園で精華町の「華」と南山城村の「お茶」が

コラボした「華イベント」が開かれました。

　「お茶の京都」で制作した

精華町と南山城村の一坪茶室

の展示、いけばな展、南山城

村「道の駅お茶の京都みなみ

やましろ村」が出店しました。

　来場者は道の駅の「抹茶ぜ

んざい」で温まりながら、落

葉した冬景色の庭園や生け花

等を楽しまれました。 道の駅　お茶の京都みなみやましろ村が出店一坪茶室　三煎茶屋

　１月 10 日（木）に、京都府庁で主要地方道宇治木屋線「犬打峠トンネル（仮称）」の早期完成を求める住
民会議が京都府要望活動をおこないました。堀町長・兎本府議が同席のもと、山下副知事を訪ね本住民会議
の吉田会長から、「犬打峠トンネル（仮称）」事業の円滑な進捗、早期完成の要望書を提出しました。
　犬打峠トンネル事業化は、平成 29 年２月に事業化が決定され、平成 31 年度はトンネル開通に向けてい
よいよ工事が動き出す予定です。
　今後もたゆまず要望を届ける事が大切で、犬打峠
トンネルが完成すれば脆弱な道路ネットワークの強
化、基幹産業の発展に伴う地域経済の活性化、多く
の人が交流出来るまちづくり、また、宇治田原町と
の連携も一層強化されることが期待できます。

　南山城村出身の川西美穂さん（帝京長岡高校・３年）が、１月に開かれた全日本高等学校女子サッカー選
手権大会へ出場されました。
　小学２年から南山城村サッカースポーツ少年団に入団しサッカーを始めた川西さん。中学時代は奈良の女
子サッカーチームでサッ
カーを続け、高校では全国
大会を目指して練習に励み
怪我を乗り越えて今回の全
国大会出場を果たされまし
た。大会ではゴールキー
パーとして出場し活躍。チ 
ームは見事ベスト８まで勝
ち進みました。

華とお茶のコラボレーション

「犬打峠トンネル（仮称）」の
早期完成を求める住民会議 京都府要望活動

全国高校女子サッカーで活躍

全国大会出場チームのメンバーと

和束町

南山城村

南山城村

ゴールキーパーとして活躍する川西さん

要望書を手渡し 活動の様子
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加茂方面のお出かけに。「相楽東部広域バス」好評運行中！　　　　　　　　 【運行状況や忘れ物に関すること】
　運行日：月・水・金・土（祝日運行・12 月 29 日〜１月３日は運休）　運賃：最大 300 円　  株式会社キタモリ　☎ 0595・38・1524
　月ヶ瀬口駅発　8：15　10：15　13：15　15：40　　　　　　　　 　　【その他の問合せ】
　加茂駅発　　　9：15　11：15　14：15　16：40　　　　　　　　　　　南山城村総務課　　☎ 0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

平
成
31
年 

出
初
式（
初
出
式
）

平
成
31
年　

笠
置
町
消
防
団
出
初
式
表
彰
者

平
成
31
年　

南
山
城
村
消
防
団
出
初
式
表
彰
者

平
成
31
年　

和
束
町
消
防
団
初
出
式
表
彰
者

笠
置
町
消
防
団
永
年
勤
続
功
労
表
彰

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰

京
都
府
消
防
協
会
相
楽
支
部
長
表
彰

村
長
表
彰

町
長
表
彰

団
長
表
彰

町
長
表
彰

団
長
表
彰

団
精
勤
章

村
長
特
別
表
彰

団
長
表
彰

　

１
月
６
日
（
日
）、
和
束
町
で
は
和
束
小
学
校
、
13
日

（
日
）、
笠
置
町
で
は
笠
置
運
動
公
園
、
南
山
城
村
で
は
南

山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）
で
そ
れ
ぞ
れ
平

成
31
年
出
初
式
（
初
出
式
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

各
町
村
の
団
長
を
筆
頭
に
、
消
防
団
員
が
身
を
引
き
締

め
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
で
の
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
、
ま
た
自
然
災
害

等
へ
の
構
え
の
も
と
、
消
防
団
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
消
防

使
命
の
志
を
新
た
に
平
成
31
年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
消
防
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
対

し
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
３
町
村
表
彰
者
は
以
上
の

み
な
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第
５
部　
　
　
　
　
　
　

部
長　

西　

窪　

真　

一

功
績
章　

第
１
分
団
分
団
長　
　

蛭　

川　
　
　

尚

勤
功
章　

第
１
分
団
分
団
長　
　

山　

本　

英　

樹

　
　
　
　

第
２
分
団
副
分
団
長　

奥　

仲　

健　

二

精
績
章　

第
２
分
団
副
分
団
長　

德　

田　

直　

樹

精
勤
章　

第
１
分
団
副
分
団
長　

大
久
保　

晋　

一

　
　
　
　

第
１
分
団
第
７
部
部
長　

柚　

木　

健　

一

精
績
章　

中
分
団
部
長　
　
　
　

和　

田　

治　

正

精
勤
章　

西
分
団
分
団
長　
　
　

吉　

田　

雄　

一

精
勤
章　

中
分
団
分
団
長　
　
　

畑　
　
　

新　

悟

精
勤
章　

東
分
団
分
団
長　
　
　

北　
　
　

典　

欣

精
勤
章　

中
分
団
第
１
部
団
員　

湊　
　
　

健
一
郎

勤
功
章　
　
　
　
　

副
本
部
長　

西　

井　
　
　

弘

精
績
章　

第
６
部　
　
　

部
長　

植　

田　

勝　

秀

精
勤
章　

第
１
部　
　
　

部
長　

木　

村　

宣　

明

　
　
　
　

第
４
部　
　
　

班
長　

森　

島　

弘　

一

第
１
分
団　
　
　
　

副
分
団
長　

屋　

敷　

浩　

彦

第
１
分
団
第
４
部　
　
　

部
長　

畑　

中　

紀　

人

第
１
分
団
第
５
部　
　
　

部
長　

川　

中　
　
　

純

第
２
分
団
第
１
部　
　
　

部
長　

福　

本　

敏　

伸

第
２
分
団
第
３
部　
　
　

部
長　

井
久
保　

一　

樹

中
分
団　
　
　
　
　

副
分
団
長　

早　

川　

涼　

太

湯
船
分
団　
　
　
　

副
分
団
長　

植　

村　

吉　

且

湯
船
分
団
第
１
部　
　
　

部
長　

柚　

木　

敦　

志

東
分
団
第
２
部　
　
　
　

部
長　

杉　

本　
　
　

治

西
分
団
第
３
部　
　
　
　

部
長　

藤　

井　
　
　

学

中
分
団
第
３
部　
　
　
　

部
長　

枡　

本　

翔　

一

第
１
部　
　
　
　
　
　
　

班
長　

松　

井　

伴　

之

第
３
部　
　
　
　
　
　
　

班
長　

坂　

本　

英　

人

第
６
部　
　
　
　
　
　
　

班
長　

増　

地　

隆　

史

第
２
分
団
第
１
部　
　
　

班
長　

藪　

仲　

孝　

樹

第
２
分
団
第
３
部　
　
　

班
長　

仲　

窪　

一　

泰

第
１
部　
　
　
　
　
　
　

団
員　

小　

林　

慶　

雅

自
動
車
部　
　
　
　
　
　

班
長　

糸　

井　

岳　

志

第
１
分
団
第
５
部　
　
　

団
員　

安　

田　

晃　

平

第
１
分
団
第
７
部　
　
　

団
員　

坂　

内　

謙
太
郎

第
２
分
団
第
１
部　
　
　

団
員　

石　

上　

稔　

輝

湯
船
分
団
第
１
部　
　
　

班
長　

長　

西　

英　

樹

東
分
団
第
１
部　
　
　
　

班
長　

中　

井　

洋　

一

中
分
団
第
２
部　
　
　
　

団
員　

真　

鍋　

博　

之

中
分
団
第
３
部　
　
　
　

団
員　

小　

西　

智　

也

西
分
団
第
１
部　
　
　
　

班
長　

西　

山　

生　

光

自
動
車
部　
　
　
　
　
　

団
員　

辻　

井　

堅　

一

第
１
分
団
第
３
部　
　
　

団
員　

杉　

森　

独　

歩

第
１
分
団
第
５
部　
　
　

団
員　

寺　

崎　

海　

都

第
１
分
団
第
５
部　
　
　

団
員　

中　

村　

道　

裕

第
２
分
団
第
１
部　
　
　

団
員　

尾　

崎　

史　

明

第
２
分
団
第
３
部　
　
　

団
員　

福　

仲　

康　

司

第
２
分
団
第
１
部
・
２
部

全
国
消
防
操
法
大
会
出
場
選
手

（
和
田
武
志
・
尾
崎
史
明
・
山
田
一
貴
・
関
口
翔
平
・
森
西
達
也
）

湯
船
分
団
第
２
部　
　
　

団
員　

前　

田　

倫　

寛

東
分
団
第
２
部　
　
　
　

団
員　

堀　
　
　

潤　

次

東
分
団
第
３
部　
　
　
　

団
員　

北　
　
　

友　

春

中
分
団
第
１
部　
　
　
　

団
員　

稲　

垣　

和　

尚

中
分
団
第
２
部　
　
　
　

団
員　

姫　

野　

和　

樹

中
分
団
第
３
部　
　
　
　

団
員　

岡　

田　

研　

作

中
分
団
第
５
部　
　
　
　

団
員　

田　

中　

裕　

也

西
分
団
第
１
部　
　
　
　

団
員　

西　

山　

直　

樹

西
分
団
第
２
部　
　
　
　

班
長　

竹　

谷　

泰　

仁

西
分
団
第
３
部　
　
　
　

班
長　

西　

川　

壮　

真
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シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
47
　「
揉
む
の
？
揉
ま
な
い
の
？
」

　

診
察
を
し
て
い
る
と
、
よ
く
揉

ん
だ
ほ
う
が
い
い
の
か
ど
う
か
尋

ね
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
注
射
の
後

で
す
。
注
射
後
は
、
原
則
と
し
て

揉
む
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
注
射
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
局
所
反
応
や
副
反
応
を
予
防

す
る
た
め
に
揉
ま
な
い
よ
う
に
指

導
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

草
む
し
り
を
し
た
後
に
少
し
腕

が
痛
く
な
り
、
そ
の
後
安
静
に
し

て
い
る
の
に
ど
ん
ど
ん
痛
み
が
強

く
な
っ
て
き
た
と
訴
え
る
人
が
多

く
い
ま
す
。
安
静
に
し
て
い
る
の

に
ど
う
し
て
痛
み
が
強
く
な
っ
た

の
か
分
か
ら
ず
、
不
安
そ
う
で
す
。

そ
う
い
う
方
は
、
診
察
中
も
ず
っ

と
痛
む
部
位
を
揉
ん
だ
り
さ
す
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
意
識
的
に
で

は
な
く
、
無
意
識
に
そ
う
し
て
い

る
こ
と
も
多
い
で
す
。
揉
み
す
ぎ

が
炎
症
を
増
悪
し
て
痛
み
を
強
く

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

捻
挫
や
打
撲
な
ど
の
外
傷
後

に
、
揉
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。

揉
ん
だ
ほ
う
が
楽
に
な
る
の
で
揉

ん
で
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
外
傷

後
の
腫
脹
が
あ
る
部
位
は
揉
ま
な

い
ほ
う
が
い
い
の
で
す
が
、
ど
う

し
て
揉
ん
で
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

か
？

　

ド
ア
に
手
の
指
を
挟
ん
だ
り
、

壁
に
足
の
指
を
ぶ
つ
け
た
り
す
る

と
、
咄
嗟
に
痛
い
所
を
押
さ
え

ま
す
。
こ
れ
は
、
圧
迫
と
い
う
別

の
刺
激
を
加
え
る
こ
と
で
、
頭
が

感
じ
る
痛
み
が
減
弱
す
る
か
ら
で

す
。
良
い
の
か
、
悪
い
の
か
は
別

に
し
て
、
痛
む
部
位
を
押
し
た
り

揉
ん
だ
り
す
る
と
痛
み
を
感
じ
に

く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
状
況
を
説

明
す
る
ゲ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理

論
（
触
覚
を
刺
激
す
る
こ
と
で
中

枢
へ
の
痛
覚
伝
達
を
抑
制
す
る
）

と
い
う
説
が
あ
り
、
こ
の
現
象
を

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
応
用

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
最
初
に

述
べ
た
よ
う
に
、
揉
み
す
ぎ
が
状

態
を
悪
く
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
注
射
の
後
に
子
供
が
痛

が
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
押
さ

え
て
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
が
安
心

感
に
繋
が
り
ま
す
。
し
ん
ど
い
時

に
、
母
親
に
背
中
を
さ
す
っ
て
も

ら
う
と
楽
に
な
っ
た
り
し
ま
す
が
、

こ
れ
も
安
心
感
が
大
き
な
原
因
だ

と
思
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
撫
で

る
と
、
自
立
神
経
活
動
で
副
交
感

神
経
が
優
位
に
な
る
と
い
う
報
告

も
あ
り
、
こ
れ
も
痛
み
を
和
ら
げ

る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

痛
む
部
位
を
押
し
た
り
揉
ん
だ

り
す
る
こ
と
で
痛
み
が
軽
減
す
る

こ
と
は
事
実
で
す
。
た
だ
し
、
肩

こ
り
や
腰
痛
で
も
、
揉
み
す
ぎ
は

か
え
っ
て
痛
み
を
強
く
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
慢
性
の
痛
み
に
対

し
て
は
、
筋
肉
の
自
発
的
な
収
縮

や
弛
緩
を
促
す
た
め
、
適
当
な
体

操
や
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
が

お
薦
め
で
す
。

　

木
津
川
市 

中
島
整
形
外
科

中
島
慎
一
郎

◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30 分〜

午後０時30 分
診療時間 午前９時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療
センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
３月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
３月 3 日（日） 小児科
３月 10 日（日） 内科
３月 17 日（日） 内科
３月 21 日（木・祝） 小児科
３月 24 日（日） 内科・小児科
３月 31 日（日） 内科・小児科
※ ２月分については広報れんけい１月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所(相楽会館内)
　　　　☎0774・73・9988（直通）

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
し
ら
せ

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
“
彩
り
（
い

ろ
ど
り
）”
を
開
設
し
て
い
ま
す

話
の
聴
き
方
講
座

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
住
み
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
“
彩
り
”
で
は
地
域
か
ら
の
受
け
入

れ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
医
療
ケ
ア
が
必
要
な
方
を
受

け
入
れ
し
、
そ
の
間
に
在
宅
介
護
し
て
お
ら
れ
る
ご
家
族

に
休
息
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
最
近
、
つ
ま
ず
い
た
り
転

倒
が
増
え
た
と
い
う
方
を
対
象
に
リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
受
け

入
れ
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
時
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟“
彩

り
”
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
73
・
１
８
１
８
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
（
中
野
・
中
嶋
）

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で｢

山
城
ケ
ア
病
棟｣

と
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

日　

時　

２
月
13
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

定　

員　

50
人

受
講
料　

無
料

申
込
み　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム(http: 

//m
onban.net/)

ま
た
は

　
　
　
　

 「
話
の
聴
き
方
講
座
参
加
申
込
（
２
／
13
木
津
）｣

と
記
載
し
、
氏
名･

住
所･

電
話
番
号･

メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
京
都
府
健
康
福
祉
部
福
祉･

援
護
課

（
０
７
５
・
４
１
４・
４
６
１
５
）
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
。

問
合
せ　

京
都
府
健
康
福
祉
部
福
祉･

援
護
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
５･

４
１
４･

４
６
２
８

伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
連
携
事
業

伊
賀
市･

笠
置
町･

南
山
城
村

救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制
で
お
応
え

し
ま
す
。

※
通
話
料
・
相
談
料
は
無
料
で
す
。

◇ 

電
話
が
つ
な
が
り
ま
し
た
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お

名
前
・
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
内
容
に
応

じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
伊
賀
市
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ま
が
無
料
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
で
ご

相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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日　

時　

３
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
の
部　

午
後
１
時
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

　
　
　

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。
素
足
に
な
り
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内　

容　

高
精
度
体
組
成
計
で
の
測
定
・
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク
・
血
圧
測
定　

他

対　

象　

笠
置
町
在
住
者

○ 

く
ち
リ
ン
ピ
ッ
ク
！
目
指
せ
金
メ
ダ
ル
！
～
お
口
を
使
っ
た
競
技
で
楽

し
く
お
口
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
～

　

 　

い
い
歯
並
び
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
元
気
に
過
ご
す

た
め
に
は
、歯
と
と
も
に
お
口
の
周
り
の
筋
肉
の
発
達
も
重
要
で
す
。「
マ
ウ
ス
・
デ
・

ア
ー
ト
」「
つ
ぶ
グ
ミ
ロ
ケ
ッ
ト
選
手
権
」「
ガ
ム
ガ
ム
チ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
の
３
つ

の
競
技
で
、
ど
れ
だ
け
お
口
の
周
り
の
元
気
度
が
あ
る
か
、
ご
家
族
や
お
友
達
同

士
で
競
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

○ 

特
定
健
康
診
査
～
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。
毎
年
、

受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
～

対
象
者　

 

笠
置
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
40
～
74
歳
の
方
で
、
今
年
度

ま
だ
健
診
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
方
が
対
象
で
す
。

検
査
項
目　

身
体
測
定
・
腹
囲
計
測
・
尿
検
査
・
血
圧
・
血
液
検
査
・
医
師
の
診
察
・
心
電
図

費　

用　

１
０
０
０
円

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　
　
　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
２
月
号
の
笠
置
町
お
し
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
３
回
健
康
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
ま
す

～
あ
な
た
の
「
か
ら
だ
の
健
康
度
」
が
簡
単
に
測
定
で
き
ま
す
～

＊
同
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
＊

加茂方面のお出かけに。「相楽東部広域バス」好評運行中！　　　　　　　　 【運行状況や忘れ物に関すること】
　運行日：月・水・金・土（祝日運行・12 月 29 日〜１月３日は運休）　運賃：最大 300 円　  株式会社キタモリ　☎ 0595・38・1524
　月ヶ瀬口駅発　8：15　10：15　13：15　15：40　　　　　　　　 　　【その他の問合せ】
　加茂駅発　　　9：15　11：15　14：15　16：40　　　　　　　　　　　南山城村総務課　　☎ 0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

笠置町

　

笠
置
町
で
は
１
月
13
日（
日
）、西
部
ふ
れ
あ
い
広
場（
西
部
区
集
会
所
横
の
広
場
）で
、

と
ん
ど
ま
つ
り
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

と
ん
ど
は
１
年
の
無
病
息
災
を
願
っ
て
の
行
事
で
30
年
以
上
前
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

地
元
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
木
や
竹
な
ど
で
大
き
な
左
義
長
が
組
み
立
て
ら

れ
、
児
童
館
の
子
ど
も
た
ち
が
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
点
火
し
ま
し
た
。
燃
え
上
が
る

火
の
中
で
お
餅
を
焼
い
た
り
、
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
た
り
と
、
老
若
男
女
問
わ
ず

交
流
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

和
束
町
で
は
１
月
12
日
（
土
）、
和
束
町
児
童
公
園
で
、
と
ん
ど
焼
き
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

毎
年
、
児
童
が
書
い
た
「
と
ん
ど
の
ポ
ス
タ
ー
」
を
区
内
の
掲
示
板
に
貼
り
、
そ
れ

を
見
た
住
民
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
し
め
縄
や
、
お
正
月
の
お
飾
り
が
集
ま
り
ま
し
た
。

保
育
園
、
小
学
校
か
ら
も
お
飾
り
や
書
き
初
め
を
持
っ
て
来
て
い
た
だ
き
、
高
く
組
ん

だ
木
材
を
３
本
の
青
竹
で
覆
い
、
そ
の
中
に
し
め
縄
や
飾
り
を
入
れ
、
児
童
が
そ
の
周

り
を
書
き
初
め
で
飾
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
点
火
す
る
と
火
は
一
気
に
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
炭
で
焼
い
た
餅
の
ぜ
ん
ざ
い
を
い
た
だ
き
、
集
ま
っ
た
住
民
の
方
、
保
護
者
や

幼
児
、
児
童
み
ん
な
で
一
年
の
無
病
息
災
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

笠
置
町
・
和
束
町 

と
ん
ど
焼
き

和束町児童公園

西部ふれあい広場
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講

　座

実
施
日　

２
月
28
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
～

　
　
　
　

４
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

畑　

紀
子
さ
ん

　
　
　
　
（
和
束
町
在
住
）

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・

　
　
　
　

在
勤
の
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

２
５
０
０
円
程
度
（
講
習
料
＋
材
料
費
）

　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

 

裁
縫
道
具
一
式
、
筆
記
用
具
、
ミ
シ

ン
・
ミ
シ
ン
糸
60
番
、
ボ
ビ
ン
・
ミ

シ
ン
針
（
ミ
シ
ン
２
台
貸
出
あ
り
）

※
布
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

定　

員　

先
着
６
人

申
込
受
付　

２
月
４
日
（
月
）
～
15
日
（
金
）

　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

『
お
裁
縫
体
験
教
室
〜
〝
ガ
バ
ッ
〞
と
開

く
本
格
的
な
バ
ッ
グ
作
り
〜
』（
３
町
村
）

催

　し

日　

時　

２
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題

「
京
都
府
の
中
世
文
字
資
料
～
棟
札
と
勧
進
状
～
」

講　

師　

当
館
資
料
課
主
査 

伊
藤　

太　

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

わ
か
り
や
す
い
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー

「
初
歩
か
ら
の
古
文
書
手
習
い
教
室
」

内　

容　

 

初
め
て
古
文
書
を
読
も
う
と
す
る
方

を
対
象
と
し
た
講
座

日　

時　

３
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

講　

師　

当
館
資
料
課
主
査 

伊
藤　

太

定　

員　

30
名
先
着
順　

参
加
費
用　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

申
込
期
限　

２
月
23
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
休
館
日　

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

86･

５
１
９
９

　
　
　
　
　
FAX

０
７
７
４･

86･

５
５
８
９

講　

師　

 

木
村
泰
子
さ
ん
（
大
阪
市
立
大
空
小

学
校
初
代
校
長
）

日　

時　

３
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
開
場

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
始

場　

所　

 

精
華
町 

か
し
の
き
苑
（
入
場
無
料
）

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

文
化
財
連
続
講
座

京
都
府
地
域
力
再
生
事
業

第
₁₃
回
「
青
空
」
教
育
講
演
会
と

 

み
ん
な
の
し
ゃ
べ
り
場

〜
子
ど
も
と
育
ち
あ
う
子
育
て
と
教
育
〜

日　

時　

２
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
55
分

　
　
　
　
　

車
い
す
競
技
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

午
前
９
時

　
　
　
　
　

マ
ラ
ソ
ン
・
ペ
ア
駅
伝
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

午
後
３
時

　
　
　
　
　

終
了

◇ 

大
会
当
日
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇ 

京
都
マ
ラ
ソ
ン
は
長
時
間
に
わ
た
り
道
路
を

使
用
す
る
た
め
、
京
都
市
内
全
域
で
大
規
模

な
渋
滞
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
緊
急
車

両
・
路
線
バ
ス
の
運
行
確
保
に
向
け
、
自
家

用
車
の
使
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◇ 

交
通
規
制
や
路
線
バ
ス
の
経
路
変
更
等
に
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
自
転
車
・
歩
行
者
の

コ
ー
ス
横
断
も
制
限
さ
れ
ま
す
。
歩
行
者
の

横
断
は
歩
道
橋
・
地
下
鉄
出
入
口
等
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
３
６
６
・
０
３
１
４

　
　
　
　
　
FAX

０
７
５
・
２
１
３
・
３
３
６
７

京
都
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 30 年 12 月受付）
　氏　名：匿名希望　　　住　所：木津川市　　　　寄付金額：10,000 円　　氏　名：匿名希望　　　住　所：京田辺市　　　　　寄付金額：10,000 円
　氏　名：匿名希望　　　住　所：東京都世田谷区　寄付金額：20,000 円　　氏　名：匿名希望　　　住　所：兵庫県神戸市　　　寄付金額：40,000 円
　氏　名：坂井　建さん　住　所：東京都新宿区　　寄付金額：50,000 円　　氏　名：匿名希望　　　住　所：京都市　　　　　　寄付金額： 5,000 円
　氏　名：匿名希望　　　住　所：大阪府高槻市　　寄付金額：20,000 円　　氏　名：大畑夏雄さん　住　所：埼玉県さいたま市　寄付金額：10,000 円
　氏　名：匿名希望　　　住　所：大阪府枚方市　　寄付金額：20,000 円　　氏　名：匿名希望　　　住　所：奈良県奈良市　　　寄付金額：20,000 円
　氏　名：匿名希望　　　住　所：福井県福井市　　寄付金額：20,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

実
施
日　

２
月
14
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

２
月
23
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や

ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

※ 

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

２
月
４
日
（
月
）・
18
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

２
月
６
日
（
水
）・
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

実
施
日　

３
月
10
日
（
日
）

時　

間　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　

所　

 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン

タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

講　

師　

絵
本
講
師
・
松
本
也
寿
子
さ
ん

問
合
せ

　

 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
室
・
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
０
１
３

　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

　

木
津
川
市
と
相
楽
郡
に
在
住
す
る
小
中
学
生

の
代
表
者
が
、
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
や
考

え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　

時　

２
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　

所　

精
華
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

か
し
の
き
苑

発
表
者　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
に
在
住
す
る
小

中
学
生
の
代
表
者

入
場
料　

無
料

『
本
の
読
み
聞
か
せ
講
座
』（
和
束
町
）

第
₂₆
回
相
楽
「
少
年
の
主
張
」
大
会
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加茂方面のお出かけに。「相楽東部広域バス」好評運行中！　　　　　　　　 【運行状況や忘れ物に関すること】
　運行日：月・水・金・土（祝日運行・12 月 29 日〜１月３日は運休）　運賃：最大 300 円　  株式会社キタモリ　☎ 0595・38・1524
　月ヶ瀬口駅発　8：15　10：15　13：15　15：40　　　　　　　　 　　【その他の問合せ】
　加茂駅発　　　9：15　11：15　14：15　16：40　　　　　　　　　　　南山城村総務課　　☎ 0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

実
施
日　

２
月
27
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日

場　

所

２
月

12
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

20
日
（
水
）
東
部
集
会
所

22
日
（
金
）
笠
置
会
館

27
日
（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

２
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

 

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
２
月
19
日
（
火
）
午
後
５
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
（
先
着
順
）。

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

２
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

２
月

15
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

20
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

22
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４�

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

２
月
15
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

受
付
期
間　

２
月
１
日
（
金
）
～
13
日
（
水
）
ま
で

場　

所　

笠
置
町
役
場
２
階
会
議
室

　
　
　
　

和
束
町
商
工
会
館
研
修
室

　
　
　
　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

※ 

南
部
一
斉
無
料
法
律
相
談
会
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
（
先
着
順
）。

京
都
弁
護
士
会
に
よ
る

 

南
部
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

実
施
日　

２
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階 

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

日　

時　

２
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　

 （
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時

間
程
度
）

対　

象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
２
月
20

日
（
水
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　
　
FAX

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

き
こ
え
の
相
談
会

展
示
期
間　

２
月
14
日
（
木
）
～
21
日
（
木
）

展
示
場
所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

｢

木
津
川
を
美
し
く
す
る
会｣

 

笠
置
町
支
部
作
品
展 

相

　談

実
施
日　

２
月
19
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

人
権
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

（
京
都
府
補
助
事
業
）

『
平
成
₃₀
年
度
第
２
回

 

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア
』

日　

時　

３
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
～
４
時
30
分

場　

所　

み
や
こ
め
っ
せ
３
階
第
３
展
示
場

　
　
　
　

※
地
下
鉄｢

東
山｣

駅 
徒
歩
約
８
分

内　

容

◇ 

福
祉
職
員
リ
レ
ー
ト
ー
ク
な
ど
（
午
後
０
時

30
分
～
）

　

 

福
祉
職
場
の
魅
力
に
つ
い
て
、
先
輩
職
員
が

思
い
や
体
験
談
を
お
話
し
し
ま
す
。

◇
合
同
就
職
説
明
会
（
午
後
１
時
30
分
～
）

　

◦ 

出
展
法
人
ブ
ー
ス
で
、
人
事
担
当
者
や
先

輩
職
員
か
ら
具
体
的
な
話
を
き
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　

出 

展
法
人　

京
都
府
全
域
の
介
護
・
福
祉

事
業
所 

約
１
４
０
法
人
（
予
定
）

　

◦
最
新
介
護
機
器
体
験

※ 

本
フ
ェ
ア
は
京
都
府
補
助
事
業
で
、
出
展
法

人
は
全
て
「
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育
成
認
証

制
度
」
の
上
位
認
証
・
認
証
・
宣
言
事
業
所

で
す
。

※ 

本
フ
ェ
ア
は
京
都
府
の
福
祉
人
材
確
保
に
あ

わ
せ
、
福
祉
職
場
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対　

象

　

◦ 

学
生
の
方
（
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
予
定

者
等
）

　

◦
一
般
求
職
者
の
方

　

◦
福
祉
・
医
療
系
有
資
格
者
等

※
無
資
格
・
未
経
験
の
方
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

※ 

低
回
生
の
方
の
業
界
研
究
を
目
的
と
し
た
来

場
も
大
歓
迎
で
す
。

問
合
せ　

☎
０
８
０
・
２
５
０
２
・
５
１
５
９

　
　
　
　
　
︹
子
育
て
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
︺

 

（「
青
空
」
代
表
・
佐
々
木
）

主　

催　
 

京
都
府
南
部
少
年
・
少
女
自
立
支
援

の
会
「
青
空
」

予
約
・
入
場
料　

不
要
（
入
退
場
自
由
）

問
合
せ
・
主
催

　

 

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
（
社
会

福
祉
法
人
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　

☎
０
７
５･

２
５
２･

６
２
９
７

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

場　

所　

 

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）
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水道メーター検針員募集について（笠置町）
笠置町全域の水道メーター検針員を募集します。
詳細は笠置町ホームページをご覧ください。　http://www.town.kasagi.lg.jp/

や
ま
な
み
キ
ネ
マ

「
ド
リ
ー
ム
」

第
41
回
南
山
城
村
茶
業
者
大
会

宇
治
茶
ム
リ
エ
講
座

<
伊
賀
・
山
城
南
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
事
業>

笠
置
町
・
南
山
城
村
の
皆
様
へ

日　

時　

３
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

吹
替
え　

午
前
10
時
～

　
　
　
　

字　

幕　

午
後
２
時
～

　
　
　
　
（
い
ず
れ
の
回
も
30
分
前
開
場
）

入
場
料　

一
般
（
前
売
り
）　　

８
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
当　

日
）　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
就
学
児
／
無
料
）

会　

場　

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

主　

催　

南
山
城
村

後　

援　

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
問
合
せ

　
　

南
山
城
村
文
化
会
館　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル　

　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
６
０

　
　
　

FAX
０
７
４
３
・
93
・
０
５
９
６

上 

映 

会
上映時間
127 分

　

東
西
冷
戦
下
に
お

け
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
宇

宙
開
発
事
業
に
携
わ 

っ
た
女
性
た
ち
は
、

理
不
尽
な
壁
に
阻
ま

れ
な
が
ら
も
、
ひ
た

む
き
に
夢
を
追
い
続

け
た
。
新
た
な
時
代

を
切
り
開
き
、
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
の
歴
史
的
な
偉

業
を
支
え
た
「
知
ら

れ
ざ
る
ヒ
ロ
イ
ン
た

ち
」
の
サ
ク
セ
ス
ス

ト
ー
リ
ー
を
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

広
く
南
山
城
村
の
「
お
茶
」
を
紹
介
し
、
消
費
拡
大

を
啓
発
。
茶
業
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
き

ま
す
。

日　

時　

２
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化

会
館
（
や
ま
な

み
ホ
ー
ル
）

大
会
内
容

（
１
）
褒
章
授
与
及
び
感

謝
状
贈
呈
式

（
２
）
講
演

（
３
）
茶
香
服
大
会

 

な
ど

　

｢

宇
治
茶｣

の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、
宇
治
茶
フ
ァ

ン
と
消
費
の
拡
大
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て｢

日

本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー｣

に
よ
る
産
地
な
ら
で
は
の

体
験
型
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

日　

時　

３
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

１
回
目　

午
前
11
時
～
正
午

　
　
　
　

２
回
目　

午
後
２
時
～
３
時

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

 

宇
治
茶
に
関
す
る
座
学
と
宇
治
煎
茶
の
淹
れ

方
教
室

定　

員　

各
回
約
20
人

受　

付　

 

２
月
27
日
（
水
）
ま
で
に
京
都
山
城･

宇
治

茶
の
郷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【http://w

w
w

.pr 
ef.kyoto.jp/yam

ashiro/ocha/inde 
x.htm

l

】
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局 

企
画
調
整
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
21
・
２
１
９
２

　
　
　
　
　

FAX
０
７
７
４
・
21
・
８
８
６
５

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
』
の
ご
紹
介

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は

　

 　

子
育
て
を
助
け
て
ほ
し
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
子
育
て
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
人
（
提
供
会
員
）
か
ら
な
る
会
員
組
織

で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
相
互
の
希
望
を
考
慮
し
、
依
頼
会
員
と
提
供
会
員
の
信
頼

と
了
解
の
う
え
で
、
一
時
的
に
お
子
様
を
預
か
り
ま
す
。

『
に
ん
に
ん
パ
ー
ク
』
の
ご
紹
介

　

に
ん
に
ん
パ
ー
ク
と
は

　

 　
『
に
ん
に
ん
パ
ー
ク
』
は
年
間
を
通
し
て
、
子
育
て
中
の
親

子
が
自
然
の
中
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
走
る
・
投
げ
る
・
跳

ぶ
な
ど
、
か
ら
だ
を
使
っ
て
遊
べ
る
広
場
で
す
。
ぜ
ひ
『
に

ん
に
ん
パ
ー
ク
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
所
時
間　

毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　

所　

上
野
南
公
園
（
伊
賀
市
）

　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
と
「
に
ん
に
ん
パ
ー

ク
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
伊
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
お
し
ら
せ

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
や
対
応
方
法
な
ど
を
正
し
く
理
解

し
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見

守
る
支
援
者
の
こ
と
を
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
い
ま
す
。
今

年
度
は
左
記
の
日
程
で
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

２
月
23
日
（
土
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

上
野
東
部
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
（
住
所
：
伊
賀
市
緑
ヶ
丘
東
町
９
２
０
番
地
）

※ 

講
座
修
了
後
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布
し
ま
す
。

※ 

こ
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
は
、
市
民
キ
ャ
ラ
バ

ン
メ
イ
ト
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
込
期
間　

申
込
み
開
始
１
月
15
日
（
火
）
～

　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
は
終
了
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

　

伊
賀
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

中
部
サ
テ
ラ
イ
ト

　
　

☎
０
５
９
５
・
26
・
１
５
２
１

　
　
FAX

０
５
９
５
・
24
・
７
５
１
１

© 2016 Twentieth Century Fox Film Corporation. All rights reserved.

昨年の様子（第 40 回大会）
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加茂方面のお出かけに。「相楽東部広域バス」好評運行中！　　　　　　　　 【運行状況や忘れ物に関すること】
　運行日：月・水・金・土（祝日運行・12 月 29 日〜１月３日は運休）　運賃：最大 300 円　  株式会社キタモリ　☎ 0595・38・1524
　月ヶ瀬口駅発　8：15　10：15　13：15　15：40　　　　　　　　 　　【その他の問合せ】
　加茂駅発　　　9：15　11：15　14：15　16：40　　　　　　　　　　　南山城村総務課　　☎ 0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

春
の
火
災
予
防
運
動

京
都
き
づ
川

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の

確
認
」
を
全
国
統
一
防
火
標
語
に
掲
げ
、
３
月
１

日
（
金
）
か
ら
７
日
（
木
）
ま
で
の
７
日
間
、
全

国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の
発
生
し

や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
住
宅

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
火
の
元
の
点
検
や
家
の
周
り

に
燃
え
易
い
も
の
を
置
か
な
い
な
ど
、
火
災
予
防

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
春
、
相
楽
東
部
の
大
自
然
の
中
、
心
に
残
る
楽
し
い

体
験
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

た
く
さ
ん
の
新
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
用
意
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
方
も
ご
家
族
も
大
歓
迎
！
指
導
者
が
や
さ
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
一
日
で
は
遊
び
き
れ
な
い
か
も
！

日　

時　

３
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

所　

◇ 

天
然
わ
か
さ
ぎ
温
泉
「
笠
置
い
こ
い
の
館
」・

笠
置
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
エ
リ
ア

　
　
　
　

◇
和
束
運
動
公
園

　
　
　
　

◇
南
山
城
村
自
然
の
家
・
高
山
ダ
ム

内　

容　

 

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・
カ
ヌ
ー
・

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ト
・
Ｅ
ボ
ー
ト
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
ル
・
ド
ロ
ー
ン
操
縦
・
抹
茶
ア
ー

ト
・
お
茶
の
淹
れ
方
教
室
・
ガ
イ
ド
つ
き
茶
畑
ツ

ア
ー
・
高
山
ダ
ム
堤
内
探
検
・
地
元
食
材
フ
ー
ド

ブ
ー
ス　

他

費　

用　

 

各
種
目
３
０
０
円
～
１
０
０
０
円
（
イ
ベ
ン
ト
特

別
価
格
）

問
合
せ･

申
込
み

　

 

京
都
き
づ
川
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
事
務
局
［（
株
）

島
津
ア
ド
コ
ム
］

　
　

☎
０
７
５
・
８
２
３
・
１
１
０
９

　
　
HPhttp://w

w
w

.kyoto-activityfesta.com

　

※
一
部
事
前
予
約
が
必
要

企　

画　

相
楽
東
部
未
来
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
義
務
が
あ
る
住
宅
用
火

災
警
報
器
で
す
が
、
警
報
が
鳴
る
原
因
は
火
災
の

時
、
誤
報
（
燻
煙
式
殺
虫
剤
・
ほ
こ
り
や
虫
・
調

理
時
の
熱
や
煙
な
ど
）、
電
池
切
れ
の
時
、
ま
た

は
機
器
の
故
障
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◇ 

火
災
の
時
は
、
大
声
で
周
り
に
知
ら
せ
、
１
１ 

９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。
可
能
な
ら
初
期
消
火

を
お
こ
な
い
、
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◇ 

誤
報
の
時
は
、
警
報
音
停
止
ボ
タ
ン
を
押
し
、

室
内
の
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇ 

電
池
切
れ
（
電
池
の
寿
命
の
目
安
は
約
10
年
）

や
故
障
の
時
は
、
機
器
を
取
り
換
え
、
警
報
器

の
作
動
確
認
は
春
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
時
期

に
お
こ
な
う
な
ど
、
定
期
的
に
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
１

平
成
31
年
度
山
城
教
育
局
管
内
講
師
登
録
者
募
集

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　

京
都
府
山
城
教
育
局
で
は
、
管
内
の
小
・
中
学
校
の
講
師
を
希
望

す
る
方
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
講
師
登
録
票
を
山
城
教
育
局
学
務
課
に
郵
送
ま
た
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
講
師
登
録
票
は
山
城
教
育
局
・
広
域
連
合
教
育

委
員
会
に
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※ 

登
録
い
た
だ
い
て
も
欠
員
の
状
況
等
か
ら
必
ず
し
も
任
用
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
府
山
城
教
育
局
学
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
62
・
０
２
７
４

　

職
場
の
健
康
保
険
・
国
保
組
合
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
、
す
べ
て
の
人

が
国
保
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

 　

届
出
を
し
た
日
で
は
な
く
国
保
の
資
格
を
得
た
日
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
資
格
を
得
た
日
か
ら

14
日
を
過
ぎ
る
と
、
届
出
ま
で
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

 　

国
保
の
資
格
喪
失
後
に
国
保
の
保
険
証
で
受
診
し
た
場
合
は
、

国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

保
険
税
と
他
の
健
康
保
険
料
を
二
重
で
支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

 　

他
の
健
康
保
険
等
に
加
入
し
た
と
き
、
国
保
は
自
動
的
に
喪
失

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

届
出
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
入
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
と
届
出
に
来
る
人
の
本
人
確
認
が

で
き
る
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
別
世
帯
の
方
が
代
理

で
届
出
を
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
税
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
５
（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
４
（
直
通
）
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Ⓠ 
知
人
か
ら
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
使
っ
た
仮
想
通
貨
の
投
資
を
紹

介
さ
れ
、
１
口
25
万
円
購
入
す
れ

ば
何
も
し
な
く
て
も
月
に
50
万
円

入
る
と
い
う
話
だ
っ
た
。
事
業
者

に
連
絡
し
て
２
口
買
う
と
伝
え
、

50
万
円
振
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
そ

の
週
に
３
万
円
が
振
り
込
ま
れ
た

の
で
、
さ
ら
に
４
口
買
い
た
い
と

申
込
み
、
家
族
か
ら
１
０
０
万
円

借
り
て
支
払
っ
た
後
、
募
集
の
上

限
に
達
し
た
の
で
募
集
は
締
め

切
っ
た
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
配
当
が
遅
れ
る

と
い
う
連
絡
の
後
、
配
当
が
振
り

込
ま
れ
な
く
な
り
、
お
か
し
い
と

思
い
事
業
者
に
電
話
し
た
が
、
連

絡
が
取
れ
ず
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
も

ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
。（
30
代
女
性
）

Ⓐ 

右
記
の
相
談
事
例
の
よ
う
な
仮

想
通
貨
の
話
題
性
に
便
乗
し
た
詐

欺
的
な
投
資
へ
の
勧
誘
か
ら
生
じ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
数
多
く
発
生
し
て

お
り
、
平
成
29
年
に
は
資
金
決
済

に
関
す
る
法
律
（
資
金
決
済
法
）

に
よ
る
仮
想
通
貨
に
関
す
る
※
法

規
制
の
導
入
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

仮
想
通
貨
に
関
連
付
け
た
投
資
は

そ
の
実
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
一

般
の
消
費
者
に
と
っ
て
難
し
い
こ

と
に
加
え
て
、
勧
誘
を
受
け
た
仮

想
通
貨
が
将
来
的
に
適
切
に
取
引

さ
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ

と
や
、
仮
想
通
貨
に
関
連
す
る
投

資
が
高
配
当
を
生
み
出
す
仕
組
み

を
理
解
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難

で
す
。

　

単
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
仮
想

通
貨
が
詐
欺
的
な
投
資
案
件
の
勧

誘
に
利
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
可

能
性
も
あ
る
た
め
、
知
人
や
友
人

か
ら
の
誘
い
で
あ
っ
て
も
仮
想
通

貨
や
仮
想
通
貨
に
関
連
付
け
た
投

資
の
実
態
を
良
く
理
解
で
き
な
い

場
合
や
内
容
に
不
安
が
あ
る
場
合

な
ど
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
29
年
４
月
よ
り
仮
想
通
貨

交
換
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
う
に
は

金
融
庁
・
財
務
局
へ
の
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
又
は
来
所
）

　

�

☎
０
７
７
４
・
₇₂
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
（
※
平
成
30
年
４
月
か
ら
相
談
時
間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
₁₅
相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総

合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５･

２
５
７･

９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書
雨上がり月霞む夜 西條奈加

14 歳、明日の時間割 鈴木るりか
フーガはユーガ 伊坂幸太郎

児童書
いいたいことがあります！ 魚住直子

母さんがどんなに僕を嫌いでも 歌川だいじ
魔女ののろいアメ 草野あきこ

和 束 町

一般書

僕たちが何者でもなかった頃
の話をしよう 山中伸弥

熱帯 森見登美彦
さよならの夜食カフェ 

（マカン・マラン おしまい） 古内一絵

児童書
だいこんさんおふろにはいる 岡田よしたか
それしかないわけないでしょう ヨシタケシンスケ

落語ねこ 赤羽じゅんこ

南山城村

一般書

龍華記 澤田瞳子
猫がいなけりゃ息もできない 村山由佳

鳥類学者だからといって
鳥が好きだと思うなよ。 川上和人

児童書

おもしろ謎解き
『縄文』のヒミツ

こんだあきこ & 
スソアキコ

くだもの　ぱくっ 彦坂有紀
いたずらひつじとおおかみのけがわ ふじおけんた

★ Pick UP ★
「14 歳、明日の時間割」

　中学校を舞台に、時間割に見
立てた 7 編の短編で、現代人の
苦悩、笑い、絆、友情、想いを
鮮やかに描写する。笑って笑っ
て、ホロッと泣かせる、胸に迫
る青春群像。中学生作家の小説
第 2 弾。

鈴木 るりか 著

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　２月24日（日）午前10時30分～　場　所　和束町体験交流センター
☆『お話しを絵にしよう』の作品展示について
　 　子どもたちが自分の好きな本を読んで、感じたことや思ったことを絵に表現した作品を募

集しました。応募していただいた作品を下記の日程・場所で展示しています。ご家族で、ぜ
ひご観覧ください。
日程・場所　２月上旬～２月下旬まで　和束町体験交流センター１階ホール
　　　　　　３月上旬～３月中旬まで　和束町役場１階住民ホール

｢

仮
想
通
貨
に
関
連
付
け
た
投
資
に
は
ご
注
意
！｣

図書室
　だよ

り



環 境

ベストショット今月の

３町村人口 人口・世帯数（平成31年１月１日現在）

笠　置　町● ●

人　口　1,332 人 （減 3）
世帯数　　643 世帯（増 3）

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1

TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

和　束　町● ●

〒619-1212 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2

TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

南山城村● ●

人　口　2,755 人 （減 2）
世帯数　1,241 世帯（減 2）

人　口　3,962 人 （減 7）
世帯数　1,710 世帯（減 2）

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1

TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

～木屋不動の滝（和束町木屋区）～

和束町

粗大ごみ

粗大ごみの出し方粗大ごみの出し方

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課
和束町農村振興課

南山城村産業生活課
相楽東部クリーンセンター

☎ 0743･95･2301（代表）
☎ 0774･78･3008（直通）

☎ 0743･93･0105（直通）
☎ 0774･78･4153

出せるもの（一例）家具類・ふとん・カーペット・アルミ製品・調理器具
　　　　　　　　　 電化製品（テレビ･冷蔵庫･洗濯機･エアコン･パソコンを除く）

  粗大ごみで収集しないもの（一例）
　  ●法律で定められたもの（家電リサイクル法等）………… テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン
　  ●危険なもの…………………………………………………… 消火器・ガスボンベ・廃油・農薬・火薬類
　  ●専門的なもの………………………………………………… 自動車部品（タイヤ・バッテリー等）・農機具類
　  ●処理困難物…………………………………………………… 畳・ドラム缶・浴槽・ピアノ

  出す時の注意
　  ●カーペットや布団などは小さくたたみ、縛って出してください。
　  ●刃物等の危険なものは、紙などに包んで品目を明記して出してください。
　  ●ガラスや鏡などは収集や処理の事故防止の為、段ボール箱等に入れて出
　　  してください。

●粗大ごみ収集日
笠 置 町　毎月　第 4月曜日

和 束 町　毎月　第 3火曜日（湯船・中和束）
　　　　　毎月　第 4火曜日（東和束・西和束）

南山城村　毎月　第 1月曜日
　　　　　（高尾・田山・今山・奥田・押原・本郷・南大河原）
　　　　　毎月　第 2月曜日
　　　　　　　　　 （月ヶ瀬NT・野殿・童仙房）

　笠置町・和束町・南山城村から集められた粗大ごみは、クリーンセンターで燃え
るごみと燃えないごみに分別され、燃えるごみは焼却、燃えないごみは埋立処分を
おこなっています。
　粗大ごみの中にはスプレー缶・空き缶・ペットボトル等の混入が目立っています。
ごみの分別にご協力ください。

　「不動の滝」は国道163号線から和束町木屋区に入って熊野神社
の横を通り30分ほど山を登ったところにあります。13ｍほどある
「不動の滝」は、側に近づくとその美しさと静けさに心が落ち着き
ます。
　毎年8月には地域住民が参加する護摩供養がおこなわれます。

問合せ　和束町地域力推進課
　　　　☎0774・78・3002（直通） 不動の滝

広
報
れ
ん
け
い

2
0
1
9
．2
　
N
o.1
5
5

編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
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印刷所　株式会社　昭文社
　　　　〒630－8031　奈良市柏木町176－1
　　　　TEL：0742－34－2161　FAX：0742－34－2196


